
 

 

広島中央地域保健対策協議会規約                   

 

  （名 称） 

第１条 本会は，広島中央地域保健対策協議会（略称 広島中央圏域地対協）と 

称する。 

  （事務所） 

第２条 本会の事務局は，広島県西部東保健所内に置く。 

 （目 的） 

第３条 本会は，広島中央二次保健医療圏域内において，保健・医療，福祉など

多様な主体の連携と協働により，地域包括ケアシステムを推進していくことを

はじめとして，これらに関する事項を総合的に調査・協議し，必要な事業を実

施・推進することにより，すべての人々が可能な限り，住み慣れた地域におい

て，安心して，住み続けられることを目的とする。 

  （構成機関・団体等） 

第４条 本会は，次のものをもって構成する。 

（１）別表に掲げる機関・団体等 

（２）その他，本会の目的を達成するために必要な機関・団体等 

 （事 業） 

第５条 本会は，第３条の目的を達成するため，次の事業を行う。 

（１）保健・医療，福祉等の推進に関する協議 

（２）保健・医療，福祉等の推進に関する年次報告の作成 

（３）保健・医療，福祉等の推進に必要な調査研究，調整及び事業の実施 

（４）保健・医療，福祉等の推進に関する自主的活動組織等の育成・指導 

（５）その他，本会の目的を達成するために必要な事業 

  （役 員） 

第６条 本会に，次の役員を置く。 

（１）会 長     １名 

（２）副会長    若干名 

（３）委 員    ５０名程度 

（４）監 事      ２名 

 （役員の任務） 

第７条 会長は，本会を代表し，会務を総理する。 

２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときは会務を代行する。  

３  委員は，会務を処理する。 

４ 監事は，会務及び会計監査を行う。 

 （役員の任期） 

第８条 役員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 

２ 欠員による後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

３  任期終了の場合においても，後任者が就任するまでは，その職務を行う。 



 

 

  （役員の選任方法） 

第９条 会長，副会長及び監事は，役員の互選により選出する。 

２ 役員は，第４条の構成機関・団体等が選出する。 

 （会 議） 

第１０条 本会の会議は，委員会とし，会長，副会長，委員及び監事をもって構

成する。 

２ 委員会は，会長がこれを招集し，その議長となる。 

３ 会長は，協議等の事項により関係する役員のみで委員会を開催することがで

きる。 

４ 委員会は，過半数の出席により成立し，出席者の過半数により議決する。 

５ 役員は，会議を欠席するときは，事前に指名した者を役員の代理として，会

議に出席させることができる。 

６ 会長が必要と認めるときは，委員会に役員以外の者の出席を求め，意見を聴

くことができる。 

  （部 会） 

第１１条 会長は，必要に応じて部会を設け，必要事項について協議する。 

２ 部会の構成員は，別に選任する。 

 （経 費） 

第１２条 本会の運営は，補助金，市町負担金及びその他の経費をもって充てる。 

 （会計年度） 

第１３条  本会の会計年度は，４月１日に始まり，翌年の３月３１日に終わる。 

 （雑 則） 

第１４条 前各条に定めるもののほか，本会の運営及びその他必要な事項につい

ては，会長が別に定める。 

 

      附 則 

１ この規約は，平成１４年４月１日から施行する。 

２ 本会設立当初に選出された役員の任期は，平成１６年３月３１日までとする。 

３  この規約は，平成１５年４月１日から施行する。 

４  この規約は，平成１６年４月１日から施行する。 

５  この規約は，平成１７年４月１日から施行する。 

６  この規約は，平成２１年４月１日から施行する。 

７  この規約は，平成２２年４月１日から施行する。 

８  この規約は，平成２７年３月１２日から施行する。 

９ この規約は，平成２７年７月２３日から施行する。 

10 この規約は，平成２９年５月１８日から施行する。 


